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2021年度後期授業評価アンケート集計結果について 

 

1. 設問設定について 

設問は７つのカテゴリーに分け、(「A.目標の理解度」 「B.教授方法」 「C.教員の対応」 「D. 自学・能動的学習」 

「E.目標達成度」 「F.満足度」 「G.その他」) １２の設問を設定している。これに「教員の努力で改善しない事項」 

として 「教室環境」を評価項目に設定した選択式の設問を 1問加えている。 

また、5 つのカテゴリーに分けた(「ハラスメント」 「キャリア」 「施設・設備」 「励み・良いこと」 「改善」) 自由記

述を加えた。 

 

2. 選択式設問と評定平均 

カテゴリー No 設問 評定平均 

A.目標の理解度 1 1.シラバスや最初の講義等で、この授業の目的や目標を理解し

て受講した。 

4.50 

B.教授手法 2 2.この授業は適度な早さで進められ、分かりやすかった。 4.42 

3 3.教員の声の大きさや話し方は、分かりやすかった。 4.45 

4 4.黒板やホワイトボードの（オンラインの場合は画面に表示さ

れた）文字や資料、パワーポイント等の内容は、分かりやすか

った。 

4.37 

5 5.この授業は、予定時刻通りに始まり、予定時刻通りに終了し

ていた。 

4.51 

C.教員の対応 6 6.教員は、学生の遅刻や私語などにきちんと対応し授業の適切

な運営維持に努めていた。 

4.47 

7 7.この授業では、学生の相談や質問等に対し、教員は分かるよ

うに対応していた。 

4.49 

D.自学・能動的学習 8 8.この授業に関する参考図書を読んだり、各種情報（新聞・雑

誌、Web など）を自分で調べたりした。 

4.15 

9 9.この授業では、授業外学習（予習復習・課題など）の必要性

や内容についてきちんと説明があった。 

4.36 

E.目標達成度 10 10.この授業では、シラバスや講義等で示されていた目標に到

達することができた。 

4.40 

F.満足度 11 11.この授業は全体として満足できる内容だった。 4.43 

G.その他 12 13.遠隔授業における課題・授業・資料等の配信は適切に行わ

れた。 

4.53 

設問 1-12についての回答は、「そう思わない」から「そう思う」までの 5段階から１つを選ぶように求めた。 

そう思わない   ①  ②  ③  ④  ⑤   そう思う 
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3. 自由記述式設問 

カテゴリー No 設問 

ハラスメント 13 遠隔授業における課題・資料等の受け取りやその提出は円滑に行うことができた。

＊遠隔授業が無かった場合は回答不要。 

キャリア 14 この授業を担当している教員からハラスメント（精神的な苦痛やセクハラ、理不尽な

扱いなど）を受けたことがあれば具体的に記入してください。 

施設・設備 15 この授業において、進学や就職などの将来に役立つ気付きや学びがあったら記入

してください。 

励み・良いこと 16 この授業で使用した施設や設備、機器について気付いたことがあれば記入してくだ

さい。 

改善 17 この授業について良かったことがあれば記入してください。 

回答 1762件 ÷ 履修登録 5422件＝回収率 32.50   全評定平均 4.43 

 

4. 設問毎の回答結果グラフについて 
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5. 自由記述回答（概要）について 

14.この授業を担当している教員からハラスメント（精神的な苦痛やセクハラ、理不尽な扱いなど）を受けた

ことがあれば具体的に記入してください。（232件の回答） 

一部の至急対応が必要な回答があり、ハラスメント委員会への提言を行った。他にも多くの回答があり

教員個人の取り組みで改善できる内容であると判断した。（記入のあった回答は、その教員が内容を確認

できているので）記入があった教員に対して改善を促す提言を行った。 

 

15.この授業において、進学や就職などの将来に役立つ気付きや学びがあったら記入してください。（380

件の回答） 

福祉の知識や就職などのスキルについて修得できた書き込みが目立つが、概ね前向きな回答が集まり、

担当教員も励みになったのではないかと思われる。改善点については特段の発見がないため回答を参考

に現状を維持しながらブラッシュアップに取り組んでいきたい。 
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16.この授業で使用した施設や設備、機器について気付いたことがあれば記入してください。（237 件の回

答） 

教室の機器（プロジェクターの不備、画面の傾きなど）、備品（ペン・マーカーのかすれ、マイクの不調）、

設備（ブラインドの劣化、Wi-Fi の繋がり）について様々な意見が書かれていた。感染症対策による、快適

な温度管理の難しさ（暑い、寒いなど）を感じる回答を得ている。 

 

17.この授業について良かったことがあれば記入してください。（444件の回答） 

例年と同じく、多くの励みになる意見を確認することができた。これからの授業にも繋げていきたい。 

 

18.この授業について改善すべきことがあれば具体的に記入してください。（278件の回答） 

ハイブリッド授業の導入に伴い、資料について改善意見が散見された、授業や学習環境について直接的

に改善につながる貴重な意見について多くの回答が得られた。教員個人の取り組みで改善できる内容が

多く、（記入のあった回答は、その教員が内容を確認できているので）記入があった教員に対して改善を促

す提言を行った。 

 

 

19.遠隔授業がどのように行われたか、また改善すべきことを具体的に記入してください。（488件の回答） 

ハイブリッド授業の導入に伴い、運用の難しさを感じる回答が多くあった。今後は回答をもとにノウハウ

を積み上げ改善していきたい。課題・レポートの多さ、学生への提示方法などすぐにでも改善し次学期に対

応したい。 

 

6. 授業改善に向けて 

全体を通して、これまで実施した授業評価アンケートの回答傾向と大きな差異は見受けられませんでした。

肯定的な意見が多かったと言えます。 

2021 年度後期の授業終了後、すべての教員に対して「授業評価アンケートの結果から」および「対面・遠

隔授業の改善に向けて」と題したＳＤ・ＦＤ研修会を実施し、教育活動に関する振り返りを行いました。大学

全体や学科単位における学生の傾向や学びの姿勢などについての情報共有を行うことで、各教員の教育

改善につながったと思います。今後とも、大学としてこのような機会を継続的に設けると同時に、学生の授

業満足度向上につながる取り組みを進めてまいります。 


